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七
十
二
候
と
の
出
会
い

ス
ミ
ス
・
エ
ミ
リ
ー

　

七
十
二
候
と
い
う
世
界
を
初
め
て
知
っ
た
時
、

そ
の
繊
細
で
奥
深
い
自
然
の
捉
え
方
に
心
を
奪

わ
れ
ま
し
た
。
西
洋
に
は
こ
の
よ
う
な
伝
統
が
な

い
た
め
、
年
を
月
や
季
節
で
区
切
る
の
で
は
な

く
、
虫
が
土
へ
潜
る
瞬
間
や
、
雁
が
北
へ
帰
る
気

配
な
ど
、
自
然
の
わ
ず
か
な
変
化
に
目
を
向
け
て

暮
ら
し
て
き
た
日
本
の
感
性
に
深
く
魅
了
さ
れ

た
の
で
す
。
七
十
二
候
は
六
世
紀
に
中
国
か
ら
伝

わ
り
、
１
６
８
５
年
に
日
本
の
気
候
や
文
化
に
合

わ
せ
て
書
き
換
え
ら
れ
、
１
８
７
５
年
に
西
暦
が

導
入
さ
れ
る
ま
で
生
活
の
指
針
と
し
て
受
け
継

が
れ
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
、
私
は
協
力
隊
活
動
の
一
環
と
し
て

七
十
二
候
す
べ
て
の
記
録
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

毎
日
自
然
の
中
へ
出
か
け
、
風
景
や
生
き
物
、

季
節
が
動
く
瞬
間
を
丁
寧
に
撮
影
し
、
短
い
詩

的
な
映
像
に
仕
上
げ
て
い
ま
す
。
二
月
に
始
め

て
か
ら
五
十
六
本
を
制
作
し
、
全
て
の
映
像
が

１
０
，
０
０
０
回
以
上
再
生
さ
れ
て
お
り
、
中
に

は
１
０
０
，
０
０
０
回
以
上
再
生
さ
れ
て
い
る
も

の
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
映
像
は
、
国
内
外
の

人
々
に
東
吉
野
や
日
本
の
田
舎
の
美
し
さ
を
伝

え
る
一
助
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
内
で
も
、
た
く
さ
ん
の
方
が
七
十
二
候
に
つ

い
て
知
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
田
舎
に
住
ん

で
い
る
高
齢
の
方
は
い
ま
で
も
こ
の
季
節
の
リ

ズ
ム
と
日
々
の
生
活
に
つ
な
が
り
を
感
じ
て
い

ま
す
。

　

日
本
人
同
様
、
外
国
人
か
ら
も
こ
の
七
十
二
候

の
映
像
作
品
は
世
界
を
捉
え
る
新
し
い
視

点
を
提
供
し
、
非
常
に
画
期
的
で
あ
っ
た

と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
制
作
者

と
し
て
こ
の
映
像
作
品
の
反
響
を
一
層
深

く
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ご
近
所
の
93
歳
の
梅
本
さ
ん
と
は
、
蕨

や
松
茸
を
探
し
に
一
緒
に
山
へ
入
り
、
ぬ

か
漬
け
、
柿
の
葉
餅
、
蓬
餅
、
ゆ
ず
マ
ー

マ
レ
ー
ド
、
そ
し
て
こ
ん
に
ゃ
く
を
一
か

ら
作
る
方
法
ま
で
教
え
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
歩
く
先
々
で
出
会
う
人
々
も
、
こ

の
旅
に
欠
か
せ
な
い
大
切
な
存
在
で
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
受
け
取
っ
た
知
恵
や
季
節

の
習
わ
し
は
、
ど
れ
も
守
り
た
い
貴
重
な

文
化
で
す
。
珍
し
い
ヤ
ス
デ
を
見
つ
け
た

り
、
世
代
を
超
え
て
受
け
継
が
れ
て
き
た

地
域
の
伝
統
を
学
ん
だ
り
し
て
、
そ
れ
ら
に
対
す

る
私
の
理
解
と
知
識
は
大
き
く
深
ま
り
ま
し
た
。

自
然
の
中
で
過
ご
す
ひ
と
と
き
や
、
道
の
り
の
中

で
生
ま
れ
た
友
情
が
、
日
本
の
田
舎
に
息
づ
く
文

化
や
豊
か
な
美
し
さ
へ
の
感
謝
を
さ
ら
に
深
め
、

今
で
は
故
郷
と
な
っ
た
東
吉
野
と
い
う
村
へ
の

愛
情
を
い
っ
そ
う
強
く
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

動
画
はInstagram

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

@
dow

n2forage

地
域
お
こ
し

地
域
お
こ
し協

力
隊
の
日
々

協
力
隊
の
日
々
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令
和
七
年
十
月
二
十
八
日
青
嶺
俳
句
会
か
ら

水
野
露
草
　
選
評

▪
特
選
の
部

百
才
へ
国
よ
り
賞
状
天
高
し	

伊
藤
志
津
子

　

評

　

掲
句
は
、
九
月
十
五
日
の
敬
老
の
日
に
、
家
族
か
あ

る
い
は
知
合
い
の
方
が
、
百
才
を
祝
っ
て
国
か
ら
賞
状

を
授
与
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

高
齢
化
社
会
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
共
に
お
祝
い

申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
風
炉
名
残
「
壺
中
の
天
」
の
軸
掛
か
る	

濱
田
貴
美
子

　

評

　

陰
暦
の
十
月
の
亥
の
日
に
炉
開
き
を
す
る
風
習
が
あ

り
、
そ
れ
ま
で
の
風
炉
に
名
残
を
惜
し
ん
で
催
す
茶
会

を
「
風
炉
名
残
」
と
い
う
。

　

作
者
は
、「
壺
中
の
天
」
の
軸
の
掛
か
る
部
屋
で
茶
会

を
楽
し
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

　

因
み
に
、「
壺
中
の
天
」
は
、
酒
を
飲
み
俗
世
を
忘
れ

る
と
い
う
故
事
か
ら
来
て
い
る
。

家
裏
は
千
草
の
象き

さ

の
小
川
か
な	

前
田　

景
子

　

評

　

象
の
小
川
は
、
吉
野
町
宮
滝
の
象
山
を
過
ぎ
て
吉
野

川
に
入
る
流
れ
で
あ
る
。

　

大
伴
旅
人
の
歌
に
〈
昔
見
し
象
の
小
川
を
今
見
れ
ば

い
よ
よ
清
け
く
な
り
に
け
る
か
も
〉
が
あ
る
よ
う
に
、

水
の
澄
ん
だ
小
川
で
あ
る
。

　

掲
句
は
、
秋
の
草
花
が
咲
く
象
の
小
川
を
活
写
し
た

佳
句
で
あ
る
。

▪
準
特
選
の
部

満
月
を
廊
下
拭
き
上
げ
祀
り
け
り	

池
田
美
砂
子

秋
澄
め
り
象
の
小
川
の
魚
の
眼
も	

辻　

佐
和
子

望
の
月
井
戸
の
底
ま
で
照
ら
し
を
り	

松
谷　

忠
則

▪
佳
作
の
部

山
里
は
空
気
旨
し
や
鵙
日
和	

伊
藤
志
津
子

父
採
り
し
「
く
ろ
か
わ
」
も
あ
り
茸
刈	

濱
田
貴
美
子

信
楽
に
野
の
花
挿
せ
ば
秋
の
風	

池
垣　

昭
美

望
月
と
雲
を
浮
か
べ
て
手
水
鉢	

宮
下　

俊
二

ゆ
つ
く
り
と
百
の
石
段
鰯
雲	

池
田
美
砂
子

秋
日
和
散
歩
日
和
と
足
の
ば
す	

松
久
保
久
永

人
ご
と
と
思
へ
ぬ
喜
寿
に
秋
深
し	

宮
崎　

利
一

一
畝
は
遅
れ
て
蒔
き
ぬ
貝
割
菜	

辻　

佐
和
子

一
山
の
彩
り
深
き
野
路
の
秋	

宮
崎　

成
子

孫
か
ら
の
手
渡
し
て
稲
架
掛
け
に
け
り	

松
谷　

忠
則

秋
麗
遠
く
に
響
く
笛
太
鼓	

足
立　

昌
宏

テ
ー
プ
切
る
先
生
チ
ー
ム
運
動
会	

前
田　

景
子

稲
穂
垂
れ
光
る
棚
田
は
黄
金
色	

川
村　

貞
子

▪
入
選
の
部

栗
拾
ふ
大
か
た
獣
食
み
し
跡	

伊
藤
志
津
子

五
合
枡
こ
ぼ
る
る
零
余
子
買
ひ
に
け
り	

濱
田
貴
美
子

梨
包
む
紙
皿
に
し
て
皮
を
剥
く	

池
垣　

昭
美

巻
き
貝
に
耳
当
て
て
聞
く
秋
さ
び
し	

池
垣　

昭
美

風
の
端
の
抜
け
る
路
地
裏
秋
翳
る	

宮
下　

俊
二

駐
在
さ
ん
児
に
「
お
は
よ
う
」
と
空
高
し	
宮
下　

俊
二

籾
殻
の
三
角
錐
に
焼
か
れ
行
く	
池
田
美
砂
子

裏
山
で
鹿
の
鳴
く
声
闇
の
中	

松
久
保
久
永

秋
祭
撒
け
よ
撒
け
よ
と
餅
の
飛
ぶ	

松
久
保
久
永

夜
の
闇
虫
の
音
だ
け
の
音
楽
会	

宮
崎　

利
一

庭
に
咲
き
一
際
輝
く
百
日
紅	

宮
崎　

利
一

草
紅
葉
浅
瀬
を
跳
ぬ
る
魚
の
ゐ
て	

辻　

佐
和
子

よ
も
す
が
ら
色
な
き
風
が
窓
た
た
く	

宮
崎　

成
子

湯
気
の
ぼ
る
珈
琲
ふ
う
と
今
朝
の
秋	

宮
崎　

成
子

無
月
の
空
ま
た
仰
ぎ
見
て
酒
を
酌
む	

松
谷　

忠
則

後
の
月
澄
み
渡
る
空
凜
と
し
て	

足
立　

昌
宏

い
が
ぐ
り
や
は
ち
切
れ
さ
う
に
実
が
二
つ	

足
立　

昌
宏

垂
る
る
枝
巻
き
上
が
り
ゆ
く
零
余
子
か
な	

前
田　

景
子

秋
雨
や
地
に
落
つ
木
の
葉
輝
き
て	

川
村　

貞
子

秋
の
蝉
鳴
く
声
微
か
命
尽
く	

川
村　

貞
子

一
般
投
句
（
短
歌
）

幾
年
を
使
ひ
し
バ
ッ
グ
ま
た
仕
舞
ふ

終
活
と
い
ふ
寂
し
き
言
葉	

浦
田
由
美
子

久
方
の
街
の
ガ
ラ
ス
に
映
り
た
る

わ
が
影
細
き
秋
の
暮
か
な	

浦
田
由
美
子

芋
餅
を
作
り
て
帰
省
子
待
つ
母
も

里
の
厨く

り
や

も
追
憶
の
中	

浦
田
由
美
子

秋
茜
高
く
飛
び
交
う
日
短
か
し

赤
の
残
像
瞼
に
長
く	

福
井
メ
イ
子

夢
の
中
い
つ
も
笑
っ
て
る
君
が
い
て

名
字
の
言
告
げ
る
今あ

し
た朝
か
な	

福
井
メ
イ
子

母
の
実
家
民
泊
と
し
て
甦

よ
み
が
える

喜
び
し
や
先
祖
も
家
も	

辻　

由
美
子

壱
岐
・
対
馬
玄
界
灘
の
離
れ
島

移
住
者
の
案
内
受
け
て	

辻　

由
美
子
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月　日 一　般　収　集 持込みごみ受付時間
　１２月２６日（金） 通常収集 ９時～１６時まで
　　　　２７日（土）

休　　　み

休　　　み

　　　　２８日（日）
　　　　２９日（月） 通常収集

　　　　３０日（火） 可燃物のみ全域回収
（日裏地区を除く）

　　　　３１日（水）

休　　　み
　　１月　１日（木）
　　　　　２日（金）
　　　　　３日（土）
　　　　　４日（日）

　　　　　５日（月）
通常収集

９時～１６時まで
（１２月２６日までに要電話予約）

　　　　　６日（火） ９時～１６時まで

さくら美化センターに自分でごみを持ち込む場合は、必ず前日までに電話予約してください。
　　　　　　　お問い合わせ先　住民福祉課（４２–０４４１）
　　　　　　　　　　　　　　　さくら美化センター（０７４６–４７–２２１５）	 	

年末年始のごみ収集及び持ち込みごみの受付時間について年末年始のごみ収集及び持ち込みごみの受付時間について

広 報 ひ がしよし の 令和７年12月１日
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奈良年金事務所
奈良市芝辻町4-9-4

☎0742-35-1371㈹

桜井年金事務所
桜井市大字谷88-1

☎0744-42-0033㈹

大和高田年金事務所
大和高田市幸町5-11

☎0745-22-3531㈹

国民年金に関するお問い合わせは、税務保険課、または最寄りの年金事務所まで。
日本年金機構ホームページ　www.nenkin.go.jp/

年金の受け取り開始を６６歳以降に繰り下げている方へ

「７５歳になれば、年金が自動的に支払われる」と
思っていませんか？
○�６５歳から受け取ることができる「老齢基礎年金」と「老齢厚生年金」には、６６歳から７５

歳になるまでの希望する時期まで年金の受け取り開始を繰下げると、繰下げた期間に応じて

年金額が増える仕組みがあります。

○�６６歳以降に繰下げを希望され、年金を受給されていない方に対し、ご希望する時期に適切

に繰下げ受給ができるように、６６歳から７４歳までの間、毎年、誕生月にあわせて『年金見

込額のお知らせ』を送付します。

○�７５歳になるまでに、年金を受け取り始める時期を決めて、請求手続きを行ってください。

７５歳に到達される方で、老齢年金を受給されていない方には年金請求書を送付します。

※�遺族年金・障害年金を受給されている方や、共済組合の加入期間がある方等は、送付対象外です。

厚生年金の加入期間のある６５歳以上の方へ

「老齢基礎年金」または「老齢厚生年金」の請求を
お忘れではありませんか？
○��厚生年金の加入期間があり、年金を受け取る資格を満たしている方は、６５歳から「老齢基礎

年金」と「老齢厚生年金」の２種類の年金を受け取ることができます。

○�「老齢基礎年金だけ」または「老齢厚生年金だけ」を受け取っている方は、受け取っていない

年金の請求手続きを行う必要があります。

○�片方の年金の受け取り開始を繰下げている方は、７５歳になるまでに年金の請求を行ってく

ださい。

年金の請求をお忘れではありませんか？

広 報 ひ がしよし の令和７年12月１日
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パイロット

　冬の訪れとともに、これからは一段と寒さが厳しくなります。水道管が凍って水が出なくなったり、
破裂するという被害がでる季節となりました。冬じたくとともに、水道管にも細かな気配りをお願いし
ます。

夜の冷え込みに注意
　気温がマイナス４度以下になると、防寒の不完全な水道管は、凍ったり破裂したりします。特に多い
のは次のようなところです。早めに本格的な冬に備えましょう。
①水道管がむき出しになっているところ　②水道管が北向きのところ　③風当たりの強いところ

防寒の仕方
　毛布や布など保温ができるものを利用し、むき出しになっている水道管を包んでその上からビニール
を巻きつけて、毛布などがぬれないようにすれば、ある程度凍結を防ぐことができます。

水道管が凍って水が出ないときの対処法
　タオルをかぶせ、その上からゆっくりとぬるま湯をかけて溶かします。熱湯をかけると、水道管や蛇
口が破裂することがありますので、ご注意ください。

水道管が破裂したときの対処法
　メーターボックス内にある止水栓をしめて、水を止めてください。その後、破裂した部分に布かテー
プをしっかりと巻きつけて応急処置をし、水道工事業者に修理を依頼してください。

漏水にご注意
　宅内（敷地内）での水道管理は、使用者が行わなければなりません。漏水がないかを定期的に調べて
ください。
　漏水は、目に見えないところで起こることが多く、少しの漏水でも多額の料金がかかることになりま
す。床下で漏水が起こると、柱の腐食や害虫の発生などで家屋に多大な被害を与えます。
　また、漏水を放置しておくと、その地域の配水池の水が枯渇してしまうので、早急に対応をお願いし
ます。
（例えば）　水漏れの程度約５㎥／ｈ（水道の蛇口を勢いよくあけた時くらい）
　　　　　配水池の貯水量約６０㎥の場合　６０㎥÷５㎥／ｈ＝１２時間
　　　　　よって１２時間で配水池の水が枯渇することになります。

漏水の調べ方
　屋内外すべての蛇口を閉めてから水道メーターを確認してくださ
い。（水洗トイレなどから水が出ていないかも確かめてください。）
　メーター中央のパイロットが、少しでも動いていると漏水の可能
性があります。漏水量が少しの場合、夜間など水圧の高い時間だけ
漏水している場合も考えられるので、時間帯を変えながら定期的に
確認してください。

漏水したとき
　メーターより宅内で漏水が起こっている場合は、各家庭で水道工事業者に修理を依頼してください。
宅内での漏水修理は、個人負担となります。

◎道路、水路等から水道と思われる水が漏れている場合は、地域振興課へご連絡ください。
お問い合わせ先　地域振興課（４２－０４４１）

あなたの水道　防寒大丈夫ですか？あなたの水道　防寒大丈夫ですか？
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家屋を取り壊したとき（家屋滅失届の提出について）

　住宅や倉庫などの家屋の全部または一部を取り壊したときは、手続きが必要です。必ず取り

壊した年の年末までに手続きをしてください。

※�固定資産税は、毎年１月１日（「賦課期日」といいます。）現

在の状況で課税されます。そのため、家屋を取り壊した翌

年から課税されなくなります。

１．登記がされている家屋を取り壊した場合

　　法務局で建物滅失登記の申請をしてください。

　　（�滅失登記が完了すると法務局から登記された旨が役場へ通知されますので、役場での手続

きは必要ありません。）

　　�滅失登記についての詳細は、奈良地方法務局　中和支局（０７４４－２２－３０４５）にお

問い合わせください。

２．登記されていない家屋を取り壊した場合

　　家屋を取り壊したら、「家屋滅失届」を税務保険課へ提出してください。

　　家屋滅失届に基づき現地確認を行い、翌年度の課税対象から除きます。

■�未登記家屋の所有者を変更した場合も税務保険課へ「未登記家屋所有者変更届」を提出してく

ださい。

　　適正な課税を行うためにご協力をお願いします。

お問い合わせ先　税務保険課（４２－０４４１）

家屋を取り壊したら届け出を！家屋を取り壊したら届け出を！
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　平素より水道事業にご理解ご協力を賜り誠にありがとうございます。
　水道メーターは、水道の使用量を正確に量るため、定期的に交換する事になっておりますので、
水道メーターの定期交換を実施させていただきます。
　交換作業は、村が委託した指定の給水装置工事事業者が下記の期間に無料で行いますので、
作業の際はご不便をおかけしますが、ご協力をお願いします。

【交換予定日】　令和７年１２月１日（月）～令和８年３月３１日（火）

【交換箇所】　日裏、木津、平野地域他

【交換事業者】　富本水道工業所　 　ＴＥＬ：４２－０２５５
　　　　　　　戸浦電機　　　　　 ＴＥＬ：４２－０４２１
　　　　　　　坊井工業株式会社　 ＴＥＬ：４２－０３９４

《交換時のお願い》
※交換費用は無料です。
※�メーター交換作業の際は、敷地内に入らせていただきます。なお、業者が一旦お断りを
してから作業に着手することとしておりますが、留守の場合は、誠に恐縮に存じますが
敷地内に入り交換をさせていただきますのでご了承ください。

※�メーターボックスの上に物を置かれたり、犬が近くに繋いでありますと交換作業の支障
となりますので、ご協力をお願いいたします。

※�水道メーターの交換作業は、２０分程度断水をして行います。交換作業は、細心の注意
を払って行いますが、まれに空気が入ることや若干の濁りが発生する場合があります。
交換作業後、水のご使用前に蛇口を開けて、水道管内の空気や水を排出してください。

※交換済の世帯には「水道メーター交換終了のお知らせ」を投函します。

※�｢最近メーターを設置した｣ ｢故障で新しく取り替えた｣など、交換時期がきていないメー
ターは交換いたしません。

※�ご不明な点等がございましたら、役場地域振興課までお問い合わせください。

地域振興課　ＴＥＬ　４２－０４４１

水道メーター交換のお知らせ水道メーター交換のお知らせ
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○最近村内及び近隣市町村でクマ（ツキノワグマ）の目撃情報が多発しています。

○被害に遭わないためにも次のことに十分注意してください。

・外出の時はクマ鈴やラジオなど、音の出るものを携帯し自分の存在を知らせましょう。

　また、目撃、出没情報のあったところには出来るだけ近づかないようにしましょう。

・�家の周囲や屋外には、エサとなる生ゴミや野菜、果実の廃棄農作物等は放置しないようにし

ましょう。

○クマに出会ってしまったら次の事に気をつけて、慌てずに行動してください。

　（「豊かな森の生活者　クマと共存するために」より抜粋）

・距離が離れていた場合（クマがこちらに気付いていない）

　→ゆっくりと静かに立ち去る

・比較的距離が近い場合（５０ｍ程度）

　→�両腕を振りこちらの存在をクマに知らせ、クマから

目を離さずにゆっくりと静かに後退する。森林内で

あれば万が一の突進に備えてクマとの間に障害物が

くるようにする。

・距離が近い場合（２０ｍ程度）

　→�クマがパニックになり突発的な攻撃をする可能性があるため、刺激しないことが大切です。

走ったり大声を出したりせず、クマから目を離さずにゆっくりと静かに後退する。

・クマが突進してきたら（威嚇突進）

　→�威嚇突進の場合は、途中で止まり後退することが多い。落ち着いてクマとの間に障害物が

くるようにゆっくりと後退する。

・クマが突進してきたら（本当の攻撃）

　→�クマスプレーを目や鼻にめがけて噴射する。クマスプレーがない場合は、防御姿勢（両腕

で顔や頭をガード）をとる。

　クマを目撃された方は、役場または桜井警察宇陀警察庁舎までご連絡ください。

連絡先　東吉野村役場　　　　　４２－０４４１　

　　　　桜井警察宇陀警察庁舎　０７４５－８２－０１１０

クマ（ツキノワグマ）の出没に注意してくださいクマ（ツキノワグマ）の出没に注意してください
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